
令和６年度シラバス（国語）    学番４１ 新潟県立見附高等学校  

教科(科目) 国語（言語文化） 単位数 2単位 学年(コース) 1学年（普通科） 

使用教科書 第一学習社『高等学校 言語文化』 

副教材等 第一学習社『完全マスター古典文法』 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 卒業までに次の資質・能力を育成する。 

①「深慮にして実践」「誠実にして勉励」「和親にして敬愛」の教育目標の下、物事に

主体的に取り組む姿勢を育成する。 

②自身の健康を保ちつつ、社会的な自立を目指し、多様性を尊重しながら他者と協

働して取り組む力を育成する。 

③教科横断的な視点をもち、様々な学習活動をとおして、創造力、行動力、コミュ

ニケーション能力を育成する。 

カリキュラム・ポリシー 資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 

①生徒一人ひとりの目標や進路希望が実現できる教育課程を編成し、教育活動を展

開する。 

②３年後の進路を見据えた学力の定着と活用に向け、ＩＣＴ機器を活用するなどし

て、主体的・対話的で深い学びと探究的な学習を行う。③自己の在り方生き方を

探究するため、「総合的な探究の時間」を主軸に、課題発見・解決、自己表現の育

成に取り組む。 

④様々な状況や環境に対応し自己の力を向上させるため、ボランティア活動やイン

ターンシップ、外部検定試験など、生徒が自ら挑戦できる機会となる情報を積極

的に提供する。 

⑤学校行事や部活動などの生徒の主体的な活動の支援に向け、安全・安心な教育環

境に努める。 

２ 学習目標         
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 指導の重点                  

・漢字、語彙に関する知識を広げるとともに、文語や訓読のきまりを理解する。 

・教材の読解を通して豊かな感受性を養い、言語能力を高める。 

・創作活動を通じて思考力、表現力を養う。 

・伝統的な言語文化への興味、関心を広げる。 
 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けてい

る。 

 

 

 

 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」

の各領域において、論理的に考える力や深く共感

したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者と

の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや

考えを広げたり深めたりしている。 

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、も

のの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言

葉がもつ価値への認識を深めようとしているとと

もに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもとうとして

いる。 

 



５ 評価方法 
 
 
 
評 
 
価 
 
方  
 
法 

各観点における評価方法は次とおりです｡ 

知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

以上の観点を踏まえ、 

・定期考査、小テストの内容 

・提出物の内容等 

 

などから評価します。 

 

以上の観点を踏まえ、 

・定期考査、小テストの内容 

・提出物の内容等 

 

などから評価します。 

  

 

以上の観点を踏まえ、 

・授業中の課題の取り組み状況 

・課題プリント、提出物等の取り組み内

容や提出状況 

・振り返りシート 

 

などから評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評
価します。 
内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

６ 学習計画                             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

月 単元名 授業時数 教材名 学習活動(指導内容) 時間 評価方法 

４ 

 

古文入門 ７ｈ 

ｃ「読む

こと」 

（近代） 

『宇治拾遺物

語』 

「絵仏師良

秀」 

・古文の文章に慣れると共に言葉の時間

経過による変化を理解し調べる。 

・文章の構成単位を理解し、学習の見通

しを立て古文の勉強の仕方を理解する。 

・歴史的仮名遣の読み方を理解する。 

・古文の基礎の確認をする。 

・古文ノートの作り方を学ぶ。 

・古文の特徴を確認し、知識を定着させ

る。・動詞の活用を理解する。 

７ 授業態度・発問評価

（以下省略） 

定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

５ 

 

 

 

６ 

中間考査 １ｈ   １  

漢文入門 １０ｈ 

B「書く

こと」 

訓読に親しむ

（一）（二） 

（三） 

・漢文を読解するための訓読のきまりを

理解させる。 

・漢文ノートの作り方を理解する。 

１０ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

期末考査 １ｈ   １  

７ 故事成語 ５ｈ 

ｃ「読む

こと」 

『戦国策』

「蛇足」「狐

虎借威」 

・漢文訓読の基本事項を定着させる。 

・物の見方や考え方を捉え、内容を的確

に解釈する。 

・寓意の解釈を自分で考え、発表する 

５ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

８ 

 

 

９ 

歌物語 ８ｈ 

ｃ「読む

こと」 

 (近代） 

『伊勢物語』 

「東下り」 

 

 

・和歌の修辞法古文に親しみを持た

せ、作品に表れている見方・考え方を理

解するため以下を押さえる。 

・動詞の活用（活用全種類）や、形容詞、

形容動詞の活用・助動詞の活用１を定

着させる。 

・歌物語について理解させる。 

８ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

中間考査 １ｈ   １  

10 日記 １０ｈ 

Ｃ「読むこ

と」 

『土佐日記』 

「門出」 

 

 

・日記文学、作者について理解させる。

そのため以下の項目を押さえる 

・助動詞の活用２ 

・十二支、旧歴月名を覚える。 

・助動詞の活用を理解する。 

１０ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 



11 史伝 

 

５ｈ 

Ｃ「読むこ

と」 

『戦国策』 

「完璧」 

・史伝の時代背景を知ると共に内容や展

開を的確に捉える。 

・漢文訓読の基本を習得させる。 

・漢文の訓読に慣れ、物の見方や考え方

を捉え、内容を解釈する。 

・故事成語の内容を理解し、意味を学ぶ。 

５ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

12 定期考査 １ｈ   １  

近現代の詩歌 

 

５ｈ 

ｃ「読む

こと」 

（近代） 

「甃のうへ」 

「その子二十」 

 

 

・文語の表記の特徴を理解する。 

・短歌の鑑賞の仕方を理解し、代表歌

人の作品を味わう。表現技法の効果及

び内容での情景・心情を理解する。 

･定型の作品に慣れ、自分でも創作して

発表する。 

５ 授業態度・発問評価

（以下省略） 

定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

１ 漢詩 ８ｈ 

ｃ「読む

こと」 

「唐詩の世界」 

王維 

「送元二使安

西」 

李白「静夜思」 

杜甫「春望」 

・中国の文学や文化のへ関心を深めさ

せる 

・漢詩のきまり、形式を理解させる。 

・詩に読まれた心情を読み取る。 

・対句表現を理解させる。 

・漢詩訓読のリズムをつかませる。 

８ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

 

２ 

 

随筆（２） ４ｈ 

ｃ「読む

こと」 

『徒然草』 

「ある人、弓射

ることを習ふ

に」 

・作品の物の理解や考え方を理解し、随

筆の内容・構成を知り、作者の精神を具

体的に読み解く。 

 ・これまで習った文法を総確認する 

４ 定期テスト 

授業の取り組み 

提出物 

学年末考査 １ｈ   １  

２ 

 

３ 

思想 ３ｈ 

ｃ「読む

こと」 

「論語」 ・作品に表れているものの見方や考え

方を捉え、内容を解釈する方法を学ぶ。 

・日本にも大きな影響を及ぼした「論

語」について理解する。 

 

３ 課題テスト 

授業の取り組み 

提出物 

     課題テスト・考査は「読むこと」の領域                           計70時間（50分授業）                                   

※  領域ごとの授業時数合計 

領域ごとの 

授業時数合計 

Ａ「話すこと・聞くこと」 

       ０時間 

Ｂ「書くこと」 

    １０時間 

Ｃ「読むこと」  うち 近代20時間 

  ６０時間      古典40時間 

７ 課題･提出物等 
・定期的にノートを提出する。 
・単元毎に振り返りシートを提出する。 
・長期休業後は課題テストを行う。 

８ 担当者からの一言 
 現代に通じている古典の思いを感じながら、楽しんで学習し、自分を豊かにしていってほしいと思います。 

 

  



 


